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• UMIN-CTR （国立大学附属病院長会議）
• http://www.umin.ac.jp/ctr/index-j.htm

• Japic-CTI （財団法人日本医薬情報センター）
• http://www.clinicaltrials.jp/user/cteSearch.jsp

• JMACCT-CTR （社団法人日本医師会）
• https://dbcentre3.jmacct.med.or.jp/jmactr/

• jRCT 臨床研究等提出・公開システム
• https://jrct.niph.go.jp/

• 国立保健医療科学院 臨床研究情報ポータルサイト
– https://rctportal.niph.go.jp/ 2007年10月より稼働。上記4DBの横断的検索が可能。

国内の臨床試験のデータベース（DB）
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※2020年9月より、Japic-CTIと
JMACCT-CTRは新規試験登録中止
現在jRCTへのデータ移行準備中



臨床試験を探す方法

• 全ての疾患を対象・公的：

– 国立保健医療科学院 臨床研究情報ポータルサイト

• がん領域：

– 国立がん研究センター がん情報サービス「がんの臨床試験を探す」
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https://rctportal.niph.go.jp/

https://ct.ganjoho.jp/bot/search
https://ct.ganjoho.jp/category/input



制度の変遷

• 2004年9月 医学雑誌編集者国際委員会（ICMJE）の声明
– ICMJEに参加する医学雑誌に臨床試験結果を投稿するのであれば、事前登録が必要

• 2008年 「臨床研究に関する倫理指針」改正
– 全ての介入研究の事前登録の義務化（探索・検証、第Ⅰ相～第Ⅲ相などを問わない）

• 2013年 厚労省の治験届に関する通知：治験計画届を提出した際に、公開
DBへの疾患名、実施医療機関、実施状況等の登録が望ましい

• 2018年 厚労省の治験届に関する通知：登録が義務化
– 生物学的同等性試験と第Ⅰ相試験は除く。実施医療機関の登録は義務ではない。

• 2020年 厚労省の治験届に関する通知：登録義務の対象・項目拡大
– 生物学的同等性試験以外の全ての治験が対象。実施医療機関も登録。
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以前の規定

• 参加中の治験について、その
対象であるがんの種類及び薬
剤名等を広報することが望ま
しい

• 臨床研究・治験に対する普及
啓発を進め、患者に対して臨
床研究・治験に関する適切な
情報提供に努めること

2022年8月1日 厚労省通知

• 参加中の治験について、その
対象であるがんの種類及び薬
剤名等を広報すること

• 患者に対して治験を含めた医
薬品等の臨床研究、先進医療
、患者申出療養等に関する適
切な情報提供を行うとともに
、必要に応じて適切な医療機
関に紹介すること

地域がん診療連携拠点病院の指定要件

5



がん情報サービス「がんの臨床試験を探す」
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https://ganjoho.jp/public/dia_tre/clinical_trial/search2.html

2006年10月より運用
・3DBのデータを集約
・乳がん、胃がん、などの
情報を付与し15の領域に
分けてリスト化

・都道府県情報等の付与、
がん診療連携拠点病院情報
との連携

・薬剤名シソーラスの導入

・チャット検索機能の追加
・現在は4DB
+厚労省 先進・患者申出療養

+PMDA 主たる治験・拡大治験

の情報を集約



カテゴリで検索
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https://ct.ganjoho.jp/category/input



チャットで検索
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https://ct.ganjoho.jp/bot/search



チャットで検索
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https://ct.ganjoho.jp/bot/search



チャットで検索
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https://ct.ganjoho.jp/bot/search



課題
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よりわかりやすい情報発信の試み

• 公益財団法人 がん研究振興財団
患者本位の「がん情報サイト」

– https://www.fpcr-joho.jp/

– 製薬企業からのご協力により、治験毎
に、治験の概要、治験薬の作用機序等
の概要を分かりやすく説明した文章を
提示

– 2022年12月時点では非小細胞肺がん、
血液がんの治験情報を掲載

– 今後がん種は拡大予定
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まとめと＋αの情報

• 国内では全ての治験・臨床試験がDBに登録、公開されている

• 原理的には、

– 国立保健医療科学院 臨床研究情報ポータルサイト

– 国立がん研究センター がん情報サービス「がんの臨床試験を探す」

で全てのがん領域の治験・臨床試験を探すことが出来る

• ただし、

– 検索機能の性能向上

– 付加的情報の追加（治験の概要・治験薬の概要等の解説、検索キーの追加、他）

– 様々な情報ソース間の情報連携を可能とする関係者の対応（jRCTのIDの併記を進める）

は今後の課題

• ＋αの情報：

– がん情報サービス 研究段階の医療（臨床試験、治験など） 詳細情報、種類と探し方

• https://ganjoho.jp/med_pro/cancer_control/medical_treatment/ct/

– 日本製薬工業協会 開発中の新薬

• http://www.jpma.or.jp/medicine/shinyaku/development/
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